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令和５年度 国語科 学習指導案

単元名 筆者の主張や意図をとらえ，自分の考えを発表しよう

「笑うから楽しい」「時計の時間と心の時間」

１．単元構想図

【単元のねらい】
筆者の主張とそれを支える事例の関係を叙述を基に押さえる活動を通して，文章全体の構成を捉え，自分
の意見を，自身の経験や知識と関連付けて発表することができる。

【本単元で働かせたい国語の見方・考え方】
筆者の主張に対する自分の考えを，自分の経験や知識を関連付けて発表することができる。

知識及び技能
◎原因と結果など情報と情
報との関係について理解す
ることができる。
（知識及び技能（２）
ア）

思考力・表現力・判断力等
◎人物像や物語などの全
体像を具体的に想像した
り，表現の効果を考えた
りすることができる。
（思・判・表 C（１）
オ）

学びに向かう力・人間性等
〇進んで主張と事例の
関係を捉えて読み，学
習課題に沿って自分の
考えをまとめて発表す
ることができる。

既習事項

○事例・理由や論の展開に着目して，要旨を捉えること。

○事例と意見の関係をおさえて読み，自分の考えを明確にして伝え合う。

＜第 1時＞（笑うから楽しい 第 1時）

筆者の主張と事例の関係について理解している。

【知識及び技能（２）ア】

単元末で自分の主張をする
ことは分かったけど，どう
したら説得力のある主張に
できるのだろう。

単元をつらぬく課題

筆者の主張や意図をとらえ，自分の考えを発表しよう。

＜第２時＞（笑うから楽しい 第 2時）

主張と事例の関係を叙述を基に押さえ，文章の構成を

捉え要旨を把握している。【思・判・表 C（１）ア】

【 】

＜第３時＞（笑うから楽しい 第 3時）

筆者の主張と事例から，「笑うこと」と「楽しさを感じること」に関

して，自分の経験と重ねながら考えをもつことができている。【思・

判・表 C（１）オ】

【 】

＜第４時＞（時計の時間と心の時間 第 1時）

主張と事例の関係を叙述を基に押さえ，文章の構成を捉え

要旨を把握している。【思・判・表 C（１）ア】

【 】

事例は，筆者の主張を支え
るものになっていて，説得
力を挙げていることが分か
った。

自分の経験を基に自分の意
見を主張したら，いつもよ
り相手に伝えやすかった。

＜第５時＞（時計の時間と心の時間 第２時）（本時）
本文に挙げられる事例の叙述や筆者の主張を読み取り，
それぞれの事例に対する自分の考えを書くことができ
る。【思・判・表 C（１）オ】

【 】

＜第６時＞（時計の時間と心の時間 第３時）

筆者の主張とそれを支える事例の関係を捉え，「時計の時間」と「心の時間」

という二つの時間について自分の経験と重ねながら考えをまとめている。

【思・判・表Ｃ（１）オ】

【 】

＜第８時＞（時計の時間と心の時間 第５時）

進んで主張と事例の関係について理解を深め，自分の

考えを伝えようとしている。【学びに向かう力】

複数の事例が挙げられてい
て，筆者の主張が分かりや
すかったから，自分が主張
するときも必要なら複数の
事例を活用しよう。

筆者の主張に納得できる
か，事例を基にして考える
ことができた。

相手に説得力のあるように
考えて，自分の経験を選び
主張をすることができた。

＜第７時＞（時計の時間と心の時間 第４時）

筆者の主張に対する自分の考えを発表し合い，ここまで

の学習を振り返ることができる。【学びに向かう力】

筆者の主張に対する自分の
考えを，経験したことを基
にして発表することができ
た。

学習したことを生かして，
自分の経験を基にして，主
張を相手に伝えることがで
きた。



２．本時のねらい
本文に挙げられる事例の叙述や筆者の主張を読み取り，それぞれの事例に対する自分の考えを書くことができる。
（思・判・表 C（１）オ）

３．本時の展開（５/８）
過程 学 習 内 容 （◎教師の発問 ○児童の発言） 教師の働きかけ

導入

展開

終末

１．前時学習したことの確認を行う。
◎筆者の主張と「時計の時間と心の時間」の文章構成について
振り返りましょう。

○筆者は「時計の時間」と「心の時間」のどちらも大切だと考
え
ている。

⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 段
落
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例
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例
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例
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明
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張

段
落
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２．筆者が挙げた事例に対する自分の考えを，自分の経験を基
に書く。

◎筆者の挙げた事例に納得できるのかを，理由を含めて書きま
しょう。

○僕は一つ目の事例に納得できます。
理由は，確かに私も苦手な算数の授業の時には時間がたつの
が遅く感じるのに，好きな体育の授業はあっという間に感じ
るからです。

３．グループで交流を行い，様々な角度からそれぞれの事例を
とらえる。

◎グループで交流し，仲間の考え方を知りましょう。
○仲間の考えを聞いて，自分も朝と夜であまり時間の進み方が
違うと感じたことはないので，納得できないところもあると
思いました。

４．全体交流を行う。
◎グループ交流を通して自分の考えがどう変化したかを含め
て，自分の考えを発表しましょう。

５．本時のまとめと振り返りを行う。

・前時までの「時計の時間と心の時間」の学
習を振り返り，児童全員が「筆者の主張」
と「文章構成」を理解した状態で学習を行
えるようにする。

・前時までは「筆者の主張」や「文章構成」
といった本文の大枠をとらえたため，本時
はそこに含まれる「事例」について詳しく
考えていくという見通しをもつ。

【研究１】

予想される躓きに対する手立て
A 筆者の主張に納得できる，できないをまと
められない。

→それぞれの事例をとらえ，その事例に納得
できるかで考えるようにする。。

B 事例に納得できるかどうかをまとめられな
い。

→自分が経験したことがあるかという点で事
例をとらえるようにする。

・グループ交流では，自分の考えと仲間の考
えはどこが違うのかに着目して行うように
する。【研究２】

・全体交流では，ハンドサインを活用するこ
とで，仲間の意見と自分の考えの違いにつ
いての考えを深める。【研究２】

・まとめを①筆者の主張に対する自分の考
え。②①と考える根拠。を基にして書くよ
うにし，仲間との交流を通した考えの変化
を含めて書くようにする。【研究３】

筆者の挙げている事例をとらえ，それに対
する自分の意見を書くことができている。
（ノート・原稿・発言）

筆者の主張と事例をとらえ，事例に対する自分の考え
を書こう。

私は筆者が挙げている事例に納得できました。
理由は，私も苦手な算数の授業の時には時間がたつのが遅く
感じるのに，好きな体育の授業はあっという間に感じるから
です。でも，仲間の意見を聞いて事例の２つめには納得でき
ないところもあると思いました。


